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宿区~＠）臼g＠）お＠）巴

d

司
初
周
年
記
念
式
典

新If合建設事業ff・・・・・…・I｛~4 , I 157i同

町制随行30周年記念4~j佐·1~

.. 1.893h円

~ィ i1行と友好者IS1h"J・；業・・tY・・…・ 225万円

IBf必端さん貸・・…………・… I.3427）円

lぶ滅凶$務組合負例会…… 8.076万円

公｛氏n....................... ・3{.C:s .s141i1ri 

※ ftrti't.'往i設：JU創立． 継絞’1 ·；~として

取 リillんで必リ.59.£判定の執行制です。

特別会計
( /jflJ) 

議 人 歳出 差 号｜

国保会計 68.966 67,687 1,279 

~人保健
108.865 109,619 

医療会計
ム 754 

診 療 所
4,865 2,566 2,299 

~ ~t 

簡易水
2,652 2,537 115 

造会計

用水会計 400 394 6 

奨学資
1,131 1,100 31 

合会計

保健文化
34 17 

賞 会計
17 

企業会計（泊病院）． 
昭

( Jjf4) 

店長 入 歳 出 釜 ~I 

収益的
135.632 151.845 ム16.213

収 支

資本的
33.315 41.106 ム 7,791

収支

計 168.947 192.951 624.004 円

h
u
nヨ
n
ヨ

歳出の内容を 「住みよい町

づくり」「豊かな人づくり」「活

力ある産業づくり」「行政の推

進J の4大施策ごとに，その

主なものを列挙しますと，次

のとおりとなります。

{E3~＆~~[D)J~~ R巴
保育所巡常・ty・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・3f.M. 906万円

老人制祉が業費…...・ H ・－－… 6,908万円

予防接純と住民倹診賛…… 2,706万円

都市計幽lJ~j定資…・・……・ l{,E'.I ,873万円

道路新設改良4'£;1.V・・・・・・l億6.715万円

無常：必街づ くり必業費…… 3,073万円

災害復Ill・Mた1¥'・.....・H ・－－… 1,674万円

治州事業t~ ··· ・ H・－－………… 3,7 127i円

母語~~ムミ？）~~巴
小中学校巡常tY・・・・・・・・・・・・21.@':G,37!))j円

（内付 Ji.附Ji;J ..－／：校クラ…（

.. 455力flJ 

スクールパス蛾人代

・・ 783JilY 

青年・財人・児時~クラブ各州ili動·｛~

.. 644万川

1本ii'lM興’，，~.，~.…・…………・ 9 18)jfl j

v更新されたスクールHス

~~~~＠8~~＠侶
水UI千IJllJJl~制付添’，， !!1~ ... 'l.. 023 )j円

農i店経倫，，， ~n ’H・ H・－－－…・・ 1 （~40)j門

農村総合終倫中.ff ＇｛~……一 lfE569Ji円

山村保興・＇＇~n………・….. 3.323Jj川

林道 •IU佐 tt ..一…・……・…・・6.126)jffj

水1本：業tM興 ，，，_ff·｛~ ...………. 6日4)j門

地域i1H；~漁業側iD:改持 ：1·；来： .，~

.... 764 )jfl] 

商工業m興事業t~ …－－…· 7 . 337 Ji ILJ 

観光学t;・n・…・・…...・ H ・－… 2.319)jflJ

昭和
農林水、，＇oD/' 

産業費立：..：・ .，一一ー

事予｜調
6憶2,610万円I3.図8万円

．一般会計目的別歳出

公債費 ぃ.8~
諸支出金

移
4億5,952万円I1. 674万円

・一般会計蟻入の状況

59年度では．町税カ菅平伸びた（対

前年度比5.4%）ものの地方交付税

（対前年度比ム3.6%）や国保支出

金（対前年度比ム5.1%）当事の減に

より．前年度に比べて全体で 0.3

%の減少となりました。

歳入状況の推移

18.2%1 118.2%1その他

29.5% 

地方債

~H!.金
負H!金

13.1%1国・県
支出金

16.5%1 . 

町税

， ， 

30.4%1 129.4%1地方’E 交付税

571手度 58年度 591手度

59年度 決算報
議会費＼2.2% 

峰、｜掛
3億3,392万円l議瓦123万円Is億9,156万円I8.648万円

（ 歳出 総額 38億9,279万円） ⑦は含める割合

商工費、多

艶
3億8,618万円』1億1,659万円I4億4,297万円11億1.462万円

（歳 入総 額 40億4,027万円）

「その他の内訳

・使用料及び手数料 5,216万円

・繰入金 l億5,500万同

・繰越金
I ff.855万円

・その他
4i.f.I .818万円

その他
7憶3,389万円

(18. 2%) 
地方交付税
I l憶8,623万円

(29.4%) 

歳入
(59~手度）

島三
口

一般会計
昭和59年度の一般会計決算額は．

歳入 40｛，意4,027万円 （40億5,175 

万円）歳出 38億9,279万円（39｛意

4,320万円）で差引1憶4,748万円の

黒字となりました。これは.60年

度歳入の繰越金として使用します。

歳出は．大きな災害等がなく普

通建設事業費及び災害復旧事業費

が減少したため．前年より 1.3%減

となったものです。

・一般会計性質別歳出

・町民税
6l@;410万円（3万2,210問）

・固定資産税
31.1!9.149万円（2万874円｝

・軽自動車税
1.349万円（ 719円）

・町たばこ消費税
7,046万円｛ 3.757円）

・電気税 ． 6.526万円｛ 3.480円）

国・県支出金
・木材引取税

昭
和

5憶2,859万円
6Ji円（ 3111) 59 

(13.1%) ・特別土地保有税 年
50万I'J( 271'1) 度

・入湯税 決
936)J 円（ 499111) 算

・水利地益税
報

I. 447 ljP-J( 772円）
とC包コ
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自彊鵠J

小
川
苧
宏

水
野
忠
之

（
山
．上）

小
川
苧
本

（
山ド．
）

（
山
・ト
）

豚
の
部

V
州
特
産
豚

愛
場
山
川
町

（制
約
）

水
野
治
的
（
辻
抗
的
｝

' 

企乳牛の部で優等貨を受貧した小沢さんの牛

小
林
凶
作
三

（泊）

勝
の
栄
に
締
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
の
上
位
2
チ
ー
ム

づ
／
ハ

U
n
U

－
農
政
だ
よ
り

＠

.憲優秀賞の伊際さんの作昂「ひまわりJ

が
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

…
当

日

の

成

績

優

勝谷
口
敏

・
引
川
水
英
信
チ

l
ム

…
次

勝総
井
正
明

・
伊
必
修
史
チ
ー
ム

参

勝辻
栄
敏
夫
・
安
達
正
男
チ

l
ム

…
藤
田
さ
ん
の
浅
漬

w
ご
っ
つ
お
大
賞
“
に

ニ
の
ほ
ど
、
特
産
品
の
加
工
品
開

．
発
と
流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
富
山

県
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
大
家
庄
三
校
怖
の
必

回
二
三
紋
さ
ん
が
、
ア
ス
パ
ラ
の
戊

治
を
出
品
さ
れ
、
J
三

つ
お
大
賞
々

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
四
季
の
花
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

あ
ら
た
め
て
化
を
鋭
抗
し
て
も
ら
…

最
優
秀
賞

う
と
と
ら
に
、
化
き
球
似
の
泊
代

紘

一

伊

必

郎

子

（ト〈
家
小
山
）

大
を
推
進
す
る

U
的
で
、
「
問
A
f
の
…

優
秀
賞

花
」
行
f
N
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
地
し
た

…

vチ
斗
｜
リ

ノ
ブ
の
部

と
こ
ろ
、
多
数
の
応
拡
が
あ
り
ま
し

…

柳
川
太
門

（泊
）

た
ι

事肘介
．の
結
山本
、
次
の
万
が
人
抗
一

V
山
桝
川
市
の
郎

さ
れ
ま
し
た
。

…

水

針

正

則

（山
崎
）

問
問
点
知

f
（

b
m
m庄
）

庁
リ
山
田
一
三

E
．
E
－
z、主
ζ
x
k
聖
d
－
ヨ

…

v
一
般

（そ
の
他
｝
の
部

事
J
』

Z
Eヨ
E
兎
4

－，w刻
4
3
『
ノ
噌

E
4…
後

必

ム

ツ

f
（山
）

川
川
口
付

（ト
士
、
家
市
の
改
良

m
…

l
等
愛
州
場
山
男

（釧
針
）

一

広

川

勉

（がH
向
山
）

進
と
制
養
伎
術
の
向
L
J
を
凶
る
た
め
、
…

v米
紙
産
豚

向

…

京

市

場

で
第
印
刷
新
川
地
区

…

l
等

…

谷

口

・

清

水

チ

l
ム
が
優
勝

誌
の
川
共
進
会
が
院
山
怖
さ
れ
ま
し
た
〈

一
V
肉

豚

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会
で

こ
の
H
（進
会
に
は
、
新
川
地
．UF
2
市

…

2
等

3
閉
め
農
家
の
併
さ
ん
が

H
ご
ろ
か

…

…

H
リ
l
日
、
例
円
町
農
業
機
械
士

ら
け
柏
を
込
め
て
打
て
た
京
市
別
州

…

…

会

で
は
、

終
業
機
械
の
効
本
利
用
と

が
参
加
し
、
礼
子川

午

、

内

川

午

、

豚

…

…

農

作

業

が

放

の

防

止

を

推

進

す

る

た

の
3
部

門

に

分

か

れ

て

得

点

札

が

行

わ

…

…

め

、
例
日
町
中
央
農
協
焦
産
セ
ン
タ

れ
ま
し
た
。
制

H
町

か

ら

の

入

賞

名

…

一

ー

で

大

引

ト

ラ

ク

タ

ー

安

全

運

転

伎

は
次
の
と
お
り
で
す
。

．

…

能

競

技

大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

乳
用
牛
の
郡

一

一

絞

伎

会

で

は

、
作
業
前
の
安
全
線

V
未

杭

庄

小

…

…

認

に

始

ま

り

、

－
等
税
同
花
山
杭

（山－
L
）

…

…

実

際

に

悶

で

肉
用
牛
の
部

一

一

逆

転

作

業

も

V
礼

小
l

…

…

行

い

、

厳

し

似

阻

等

抗

…

…

い

事

情

伐

の

紡

2
等

…

一

来

、谷
口
敏
・

2
等

ぃ

…

品

川

水

H
火

μチ

ー
ム
が
け凡
4

3
年
述
続
優

「
米
消
費
拡
大
」
の

小
学
生
ポ
ス
タ
ー
－
図
画
・
標
語
展
入
賞
者

米
を
中
心
と
し
た
食
生
活
の
良
さ
・
中
村
め
ぐ
み

（涜
小
5
年
）

が
見
ゎ
山
一
さ
れ
、
消
代
拡
大
の
傾
向
に
・
手
間
郁
チ

（五
筒
庄
小
4
年
）

あ
り
ま
す
が
、

一
一
層
の
消
費
拡
大
を

－
V
図
画
の
部

図
る
た
め
、
今
年
も
町
内
の
小
常
生
一
長
井
終
合

（紘
一
川
小
3
年
）

か
ら
ポ
ス
タ
ー

・
図
画

・
際

語

を

募

…

長

崎

努

（
一
位
谷
分
ど
年
）

集
し
、
審
貨
の
結
来
、
次
の
方
が
入

e

東

り

え

（
大
家
庄
小
l
年
）

賞
さ
れ
ま
し
た
。

…

v同
町
語
の
部

最
優
秀
賞

・
中
島
め
ぐ
み

（泊
小
6
年
）

－vポ
ス
タ
ー
の

部

一

長

崎

研

治

（南
似
小
5
年
）

菅
井
健

一
（
泊
小
6
年
）

一

川
端
緒
芝
山

（山
小
4
年
）

一
人
ぐ
ら
し
主
人
昼
食

サ
ー
ビ
ス
会
は
、
今
年
も

各
地
区
で
聞
か
れ
て
い
ま

す
。

ニ
れ
は
、
日
亦
本
社

団
員
や
食
生
活
改
善
推
進

員
、
婦
人
民
生
委
員
が
協

力
し
、
地
械
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
、

一
人

ぐ
ら
し
の
お
年
寄
リ
を

m

待
し
昼
食
を
兼
ね
た
慰
安

一

の
集
い
を
行
っ
て

い
る
も

の
で
L

す
。

主
人
宅
か
ら
の
送
辺
に

始
ま
り
、
腕
に
よ
り
を
か

け
た
手
作
り
の
料
則
一
を
み

ん
な
で
会
食
し
．
話
し
合

い
や
踊
リ
な
ど
で
来
し
い

一
日
を
過

ご
し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
派
め
て
い
ま

す
。
こ
の
心
の
・

7
む
っ
た
も
て
な
し
は

お
年
寄
り
の
凶
作
さ
ん
に
大
変
よ
ろ
・
』

ば
れ
て
お
リ
、
そ
の
感
想
を
聞
い
て

み
る
と
、
「
い
つ
も

一
人
ぼ
っ
ち
で
テ

『
涯
の
袋
』
募
金
に
協
力
を

今
年
も
、
は
月
l
日
か
ら

「
み
ん
…
募
金
は
、
民
生
委
日
以
や
町
内
会
長

な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
を
」
を
ス
い
さ
ん
に
お
側
い
し
て
い
ま
す
が
、
符
…

ロ
l
ガ
ン
に
、
先
凧
末
た
す
け
あ
い
巡
…
さ
ん
の
お
毛
に

「愛
の
袋
」
が
刷
い

動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
成
一
た
ら
、
川
畑
か
い
ご
協
力
を
の

米
に
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い

た

だ

い

た

募

金

で

、

生

活

保

議

者

一

…

や
地
設
入
所
者
、
量
度
身
障
者
、

寝

た

き

リ

在

人

の

方

々

を

お

見

舞

い

一

…

し
、
み
ん
な
で
明
る
い
年
を
迎
、
え
よ
…

う
と
実
施
す
る
も
の
で
す
。

υ

…

福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

老
人
ク
ラ
ブ
の
和
泉
さ
ん

位
例

古
五

位

守
砂
民

ド
ド

Jノ

タ 10
｜ 月
で 19

l:l 

大
U

肢
の
主
人
制
祉
セ

第

6
回
悩
松
ふ
れ
あ
い

祭
リ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
e

会
場
に
は
、
主
人
ク
ラ
ブ
、
身
時

…

協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
め
会
、
児

童
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
協
な
ど
一悩
社
団
一

体
の
会
長
2
5
0
人
が
集
ま
り
、
誠
一

去
を
通
し
て
同
体
制
任
の
交
流
を
深

め
人
H

い
ま
し
た
。

似
社
団
体
の
競
演
と
い
う
、
｝
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
鋭
向
を
こ
ら
し
た

M
組

が
出
場
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
歌

…

と
制
り
、
詩
吟
の
ほ
か
、
大
道
芸
の

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
や
議
談
な
ど
、

山口作’
H
怖
の
山
山
し
む
の
も
あ
り
、
ひ

と
味
述
っ
た
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
然
り

に
な
リ
ま
し
た
。

＠制自町社会福祉鍋・釦 草笛きんと共に地崎町

褐hl向ょ を自備す緬hl団体です．

朝日町偶総 合Zンター内 t:!83・CS 76 

¥ 

aボランティ戸グループ佐隊野良箆グループの鏑り

「大勢で食べるとおいしいね」ゐlullそろって
明
る
も、

al 
IE 

"' 聾

＆
阜
た
す
付
め
い
草
世

愛

の

袋

• 8 ・
畠怠蟹＝

しアせとでい皆よしるまごレ
て の ん は い ま さ 込 ； い と す はビ
ぃ皆 。あるしんアな・ 。んを

まさボまとべと暴ん；C大を比
すんラり 、」ー－ ；－てな勢食な
」。 にンあ笑 「 ~n ；－ ；にでペカr
L ！•ぷテりう ー にふ：必食てら
ネ 謝 イ ま こ 人 歌 ＼ 」。 い べ い
神乏

し ？一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸
引 窃りがとう ； 
~1 .たたかい志；

＠ 朝日町善意銀行 ： 
ょの j前日射 j ( 10月lI 8-11月10日） ； 

うふ動の j.J完成年会さんより秋や｝．ぉ
でれを 言
しあ通業 j 旅術祭りの売店収益全

たい じが ！ 10.190PJ ; 
。」 た統 ： .i(I とく 名さんより ； 
が「き
、参、 ； 50.000ドi

伝 1Jllポ ！ ．符川．折れ与i凡lさんよりL・）j

ぞ書？ ： 百合子さんの供義としてJiJ・}ii. 
, '"' ／・て：t；；与 ； が楽$-iiへ指定寄付

くのィ ； 150.000円

る心ア ~.一一一一一一一一一一－
.... ・圃M

社
会
福
祉

功
労
表
彰
の
受
賞
者

｛敬
林
略
）

会
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

野

aM武
上
H

（中
三
浦
町
）υ
山
中
安
民

全
国
民
生
委
員
協
議
会
長
表
彰

平
崎
栄
作
（
中
道
下
）
永
年
民
生
委
員

ね
た
き
り
老
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

婦
人
民
生
委
員
の
手
作
り
人
形

山
村
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
子
作
リ
…
ン
テ
ィ
ア
的
動
の

一
つ
と
し
て
行
つ

の
人
形
を
附
ろ
う
と
、
婦
人
民
生
委
一
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
予
袋
を
利

員
が
日
月
日
目
に
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
…
用
し
た
か
わ
い
い
小
ね
こ
の
置
き
も

ア
議
出
会
を
聞
き
ま
し
た
。

一
の
を
作
り
ま
し
た
。
人
形
は
、
ロ
月

山
村
た
き
り
在
人
へ
の
見
縫
い
品
作
…
中
旬
に
歳
末
兄
妹
に
A
H
わ
せ
て
初
人

り
は
、
似
年
制
人
民
生
会

H
の
ボ
ラ
一
の
寝
た
き
り
在
人
に
お
配
リ
し
ま
す
。

－
ふ
く
し
の
窓
＠
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10月分調査
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一
②
就
労
、
子
い
い
い
を
し
た
と
き

戸似

一
人
が
な
く
て
も
）

一
③
山
分
で
朴
山
下
を
始
め
た
と
弘
、

川

…
＠
内
臓
収
入
の
あ
勺
た
と
さ

小パ
業
給
付
の
わり
ふ
抗
は
、
労
働
行
－

…
小ド
業
・・仁
の
打
々
が
納
め
ら
れ
た
似
険

叫

ょ
の
抗
瓜

HH
A収
納
に
は
．

川
作
動

…
一料
と
押
さ
ん
が
納
め
ら
札
た
縦
令
に

仰

千
世
1
・
泊
動
千
十1
・
家
紋
子
中
1
・
川川…

よ
っ
て
附
わ
れ
て
い
ま
す
ω

正
し
い

州
川

川
外
子
勺
及
び
ボ
ー
ナ
ス
専
は
う
内
ま
…

山叩
行
を
し
て
川
る
く
受
給
し
、
あ
十

叫

れ
ま
せ
ん

広
忠
に
よ
つ
て
は
‘
ニ

…
の
就
職
に
例
え
て
く
た
さ
い

山

れ
よ
り
向
い
陀
某
別
舷
札
口
令
か
辿
ぃ

1
1
1
1
1
11
1
l
i
l
i
l
i－
－
t

山

川
さ
れ
る
と
え

も

あ

る

の
で

2
…

富

山

県

か

ら

川川

ふ
九

詳
し
く
は
．
山
山
労
働
法
準

U
・
1
1
1
1
1
1
1
1
l
il
i－
－
－

伽

抗
金
ぷ

｛
宮
0
7
6
4
1

ロ
2
7
…

凶
際
背
年
年
を
記
念
し
て
、
富
山

州
川

2
7
－
又
は
魚
市川
労
働
H
m

叩
弘
行
将
…
以
で
は
、
ロ
パ
同
日

（
H
）
午
後
l

H

叫

に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

一
時
か
・
り
県
教
育
文
化
会
館
ホ
l
ル
で

削

1
l
i
l
i－
－

I
I
I
I
l
l
i
－
－

Y
Y
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
パ

川

公

共

職

業

安

定

所

か

ら

…
ル
を
開
催
い
た
し
ま
十
九

附

1
1
1仁
ト
l
i
l
l
i
t－－
i
1
1
…

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
記
念

j
e
l
l
i－
－
i
J

Mm川
保
険

…
の
年
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
躍
動
す
る
ス

！

、

一

の
夫
忠
桁
付

…
テ
｜
ジ
で
飾
る
む
の
で
、
I
Y
Y
の

E
F

一

は
、
労
働
行
…

テ
！

？
で
あ
る

「参
加

・
開
発

・
ヂ

．
知

一
一

也免
V

一

か
火
ー
し
た

一

刊

の
恥

U
d
f
y
wく
よ

av

－

均
ん
け
に
．
そ

・
と
を

U
桁
し
た
記
念
大
会
で
す

P
I
ll
i
－
－
ー
ー
ー

の
間
の
魚
川

一

内

科
は
、
山
山
商
業
尚
絞
プ
ラ
ス

と
鋭
戦
促
進
の
緩
助
を
す
る
も
の
で

一
バ
ン
ド
部
の
ド
リ
ル
一
刷
会
、
街
般
向

す
a

一
校
の
新
体
娘
、

ω…泳
巾
ト
針
トり
校
ト

支
給
安
件
げ
は
、
受
給
資
怖
が
あ
ゥ

・
山
年
間
の
せ
り
込
み
刷献し
ハ
な
ど
の
は

て
依
極
的
に
枕
殺
し
ょ
・7
と
す
る
立

…
か
、
フ
ア
ヅ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
治
市
川

欲
と
就
職
て
き
る
能
力
が
あ
り
‘
実

一
な
ど
が
減
じ
ら
れ
ま

4

入
場
は
い肱
…

際
に
仕
事
を
探
し
て

い
る
人
に
限

ぅ

…
料
で

す

民
刊
さ
ん
の
vZ
氷
場
を
れ
待

て
主
給
さ
れ
ま
す
z

こ
の
よ・
7
な
一一

一
ち
し
て
い
ま
す
一

川
似
険
制
度
の
処
行
に
一
以
し
て
、
枕
…

1
1
1
l
i
l
i－
－

1
11
1
1
1

服
し
て
い
る
の
に
そ
の
が
究
会
川
げ
…

黒

部

高

等

技

能

学

校

か

ら

な
い
仁
ど
不
正
に
党
拾
す
る
人
が
けん…

1
1ト
i

l－
－
ド
ト
i
ト

ト

1
ill

－り
札
主
ナ

ヂ
止
に
交
給
す
る
と
一

服
装
訓
練
生
を
悠
集
し
ま
す

受
給
し
た
ん
上
納
の
2
似
の
狐
を
泡
納
……

・
募
集
科
目

し
な
け
札
ば
な
ら
な
い

し
、
J
欺
ぽ
…

機
械
科

別
れ

な
ど
に
よ

り

処

刑

さ

れ

ま

す

…

・
募
集
期
間

公
共
職
業
安
定
所
で
火
忠
給
付
を

一

附

利
引
年

l
ハ
同
日

i
l
川
川
日

受
け
る
際
、
次
の
よ
・7
な
州
場
ヘ
い
は
必
…

r

山叩
し
込
み
は
八ム叫ん
版
業
安
ん
・44附
へ

す
巾
行
し
ま
し
ょ
う
ー

一

o
J
し
く
は
、
史
郎
内
情
寸
伐
能
川
十
段

①
就
職
し
た
と
き

｛就
鞘
年
川

H
は

…

（
合
印

0
2
5
1
）
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県
労
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局
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時
間
額

4
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－
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ら
し
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室
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一
よ
し
「
、
大
谷
椴
校
、

一
泊
二
区

岡
本
正
、
水－
M
義
式
、
中

…
山
仰
犬
．
大
店職
伶
子
、
尾
山
あ
や

f
、

新
川
派
的
は
‘
す
い
臓
か

…
亦
川
実

f
、
前
川
弘
，l
、
後
必
孝
男
、

・り
の
イ

ン
ン
コ
リ
ン
と川
町
…
山
川
利
勝
、

地
山
幸
郎
、
k
川
崎
惟

f
．

ば
れ
る
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
日
後
必
イ
ツ

ι・
ぺ
什
小
野
敏
．
附
本
件
川
帯
、

か
減
少
し
．

氏
物
小
の
断

…

上
川
村
問
、
松
山町
川

f
、
M
w
f
似．
此‘

れ
を
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
倣
…

阿
部
行
犬
、

大
作
ぷ

f

と
し
て
利
川
す
る
こ
と
が

…
泊
三
区

折
谷

h
f．
折
谷
作

f
、

で
さ
な
く
な

ゥ
て
い也
ニ
リ
一
小
仏
治
子
、
加
れ
し
け
．L
L

仲町
忠
良
、

ま
す

…
hm沖
地

f
．川下
…
以
泊

f
．
魚
川
他

て

ょ
の
相
以
的
は
、
知
・
り

…
水
肝
弘
、
打
制
利
茂、

ヤれ
取
段
、
似

ず
に
政
出
し
た
り
‘
治
州市…

他
政
明
、
九
州いい立
身
、
－
十
以
尚
子
・

を
行
わ
な
い

で
い
る
と
．
体
的
川
動
ぃ
小
杉
叫町、

中山
川
底

f
．
折
谷
中
、
大

能
力
が
に
ぷ
リ
、
臨
川
織
的
や
脳
年
中
、
…

．山γ
処
進
、
川
げ
必
光
代
、
．治
介
博
明
、

心
臓
病
、
悦
力
開
芹
な
ど
多
く
の
余
一

五
箇
庄
地
区

敏
家
苧

f
、
商
閣
治

市
を
俳
党
し

ま

す

と

こ

ろ

で
、
側
一

川、

辺
川
治
美、

一次
川
治
、
山
子
妙

派
的
に
な
っ
て
い
る
か
ど
す
か
は
、
一
，

r．
．
 

内
川
兵
佐
夫
、
校
削
誠
、
市
茂

山
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
も
…

w・l
．
川
内
総、

ι寸

m山山市
、
し仏

m棋

の
で
ず
＠
向
緩
や
近
い
胤
朕
に
結
以
…

一
郎
．
浜
川
完
己
、

捕
の
人
が
い
る
人
‘
運
動
不
足
の
入
、
…

南
保
地
区

中
略
栄
作
、
長
崎
必
、

判
此

f
yて
トA
リ
す
き
て
い
る
人
は
、
い
品
川
．ド仙
川
文
、
長
崎
和
－

r．
k
的
助
作
、

定
期
的
に
検
A
W
，を
交
け
て
は
し
い
し
…

川

1
・品

、
山
！仏
私

．． 
長
崎
．
弘
、

の
て
寸
ま
た
、

前
線
は
必
ず
似
川

…
小
林
九
炎
、
大
ぬ
陪
‘
般
村
山
巾，f
・

の
術
小
に
従

ソ
て
く
た
さ

い
u

ぃ，川
水
忠
長
，
1
．

K
崎
相

f
．

k
判
長

l

l

．
H
H
レ
L
、
f
f
、tzMM1
1
2
、
－F
E－
－』、

川川
崎
l

E
E
－－－

h

－－－
v

h

－E

‘
 ．．．．．
 

－

b
止
｛

1
1・z
t
z
f
Mフ

ゐf
l
‘
内

JN
1

2
2
’
副
’
圃
胴

aa
一
兆
他
、
叫
夜
明
、
訂
作
知H
昭、

竹
内

憶
力
者
名

！
ゆ
月
実
応
分
｜
…

綾
乃

境
地
区

木
卜
ゆ
か
り
、
水
山
グ
介
、
一

山
崎
地
区

安
辻
じ
り
紀
子、
内
向
近
、

水
ム
品
川
問
問、

水
山
氏
山
た
‘

只
州

．

…叫
μ
川
判州
、
佐
川勝山明

f
、・
リ
品
川
川

f
、

美、

水
品
降
司
、
水
い
川
ドれ
｜
長

い

久
似
山
山

f
、
必
同
・・凡・枕
、

’K
山
主

宮
崎
地
区

山
本
氏
夫
、水
仏
凶
行
川
‘
…

川
、
晩
能
…判
明
、
九
市
淳
子
．
七
沢

松
本
研

一
、
山
内
川
八
秋
、
水
品
川
、
一

な
を
み
、
熊
本
悦
子
、
木
口
総

f
、

松
本
以
，LS

…
官
込
相
川
町
‘
成
能
一政
子
、
じ
山
英
知H

笹
川
地
区

以
作
山
収
心
、
竹
内
山
記

：
l
．
小
料
川
英
勺
、
初
川
中

f
、
仁
川
h

f
‘
川
畑
内
相
・
ト
、
制
内
鰍
川
‘

以
松

…
栄、

名

1HMm弘
ぶ

久
－r．
小
林

一
字
、

k
作
山
長
．

日

大
象
圧
地
区

件
H

．
た
．
払
川
紛

治
一
区

上
川
帖午
、
山
’

N
i仲
良
川
車
、
…

f
、
山
崎
忠
子
、
札
刊
日
弘
文
‘
泊
ド

・
川
端
川

f
、
越
以
前
夫
、
必
械
久
夫
、

一
一打
辺
、

附
川
U
H
M

次
、
大
合
的
人、
h
H

川

・川
端
作
、
山
本
校

f
．
H

勝
山
仇
刷
、

…
山仏
ス
エ
子、

山
作
仏
尖

f
、
全
AM
多

大
村
戊
．
九
附
ぷ
．

制
他
地
代
川
柳
、
山
…

hM
川内
、
山
総
仲
町
克
削
‘
山
附
知
的
、
小

端付
M
h

代
菜
、

谷
川
辺
乙
3

．
氷
山
悦

f
・
…
川
小
北
川
、

林
礼
ん
．
以
け
ゆ

み
．
hH

川

氷
川凡
捻
太
郎
、
松
本
久
栄、

上
れれ
松

一

山
修
、
K
H
川
敏
嗣
．
大
へ
れ
礼
，
f

t

y
〈

争
」
t
e－
－L
y
－
－

m
t

M
両

日

M
M
Z
1

・“M
Je例
制

リ叶
υ

官
月
の
け
ん
こ
う
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に外らしてL、る人。・Yt亡した人のl川＆，＋とi1:tiの fX.!i20ぷ .k i1~l
で l級 ・2械の｜；杭』？を もっ J"u 

ただし． b.・か辿h·U~i:c年｛（；： を受給 してい

る1111!.i. （－のii'.i川、J必礎年金Li立；給停11・.・にな

リます。

年金額は月額5万円＋子の加算額

棄に支給される遺銭基礎年金の額 （59年度

価格）

金f;' 

． 
F1
5

0
人
｝

計会加 算額基本額

180.000円600.000門

浦賀

一一」

ク
！
リ
ン
グ

オ
フ
制
度

ケ
ー
ス
①

中
山
間
以
光
で
化
糾
H

川
セ

，
ト
を
附納
入
し
、
そ
の
り
の
ヲ
わ
に

一
部
を
佼
川
し
た
。
し
か
し
、
州
知

が
多
〈
使
い
ニ
な
せ
な
い
の
で
税

H

解
約
を
巾
申
し
出
た
・
旬
、
既
に
使
別
し

て
い
る
場
合
は
、
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ

が
で
き
な
い
と
い
う
ω

挙
前
に
ク
l

リ
ン
グ
オ
フ
の
説
明
は
あ

っ
た
が
、

で
き
な
い
と

い
う
説
明
は
な
か
っ
た
。

ケ
l
ス
②

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
訪

し
、
健
康
食
品
を
勧
め
・
り
れ
た
。
勝

人
す
る
と
は
J
ゥ
て

い
な
い

の
に
勝

千
に
開
封
し
、
食
べ
打
な
ど
の
説
明

を
し
た
。
購
入
を
断
わ
ウ
た
と
ニ
ろ、

－
慨
に
開
封
し
て
い
る
の
で
口
わ
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い

と
い・

1

訪
問
版
光
で
は
、
契
約
め
申
し
込

み
ゃ
締
結
し
た
後
で
も、

そ
の
日
か

ら
7
日
間
は
、

無
条
件
で
契
約
の
解

除
が
で
き
る
制
度
1
1ク
l
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
ー
ー
が
設
け
句
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
次
の
よ
・
7
な
場
合
は
、

ク
｜
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
が
必
用
さ
れ

ま
せ
ん

①

商
品
の
引
渡
し
を
受
け
、
そ
の

代
全
を
全
級
友
払

っ
た
場
合
ω

②

政
令
で
指
定
す
る
尚
H

附
｛消
従

円川
）
で
あ
り
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
な
ど

か
・り
、
使
川
し
た
り
川
代
し
た
と
き

は
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
な
い

こ

と
を
行
げ
ら
れ
て
い
る
場
介
。

さ
て
相
談
例
で
す
が
、

ケ
ー
ス
①

一

は、
「使
川
又
は
消
伐
し
た
ら
ク

l
リ

一

ン
グ
オ
フ

が
で
き
な
い
こ
と
を
、
ム

一

ら
か
じ
め
作
げ
て
い
な
い
」
の
で
ク

一

！
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
無
条
約
解
約

一

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ケ
｜
ス
②
は
・
一

セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
、
相
談
お
の
燐
入

立
忠
も
即
時
か
め
ず
に
勝
子
に
開
封
し

一

た
も
の
で
、
問
人
寸
る
総
花
粉
は
あ
り

一

ま
せ
ん
。

な
打
、
縦
数
の
ん尚
H

川
か
ら
地問
成
さ

れ
る
セ

ッ
ト
尚
H

川
の

一
郎
を
使
川
し

た
場
介
、
似
川
し
たい
州
品
に
つ

い
て

は
ク
｜
リ

ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
以
外
の
品
川
品
は
で
き
ま
す
。

疑
問
が
あ

っ
た・
句
一
千
め
に
川
町
消
作H

－

魚
川
セ

ン
タ
ー
に
相
凶
酬
を
。

－

f
i
l
l
－

－

－

L
 

780.000門

960.000門

1.020.000内

子が l人
Q) とき

予が2人
I 600.000門

の とき

I －~－一子が3人
600.000門 420.000円

σ3と き i ! -

,I. 3 ヘg哨－~ .； ! ＼.：つ占600009が~Jl. C' （：孟守

360.000門

子に支給される遺族基礎年金の額 （59年度

価絡）

I 1人当に合計 ｜I 7支給額

600.000向 Isoo.ooo円

280.000門 l

390.000円 ・

子が1人
のと き
子が2人 e l'/¥111¥lll'lm I 600.0仰向のと引 uuu,vu＂ 川

上子が3人 側 ．脚内
いのとさ~ I ~u . uuu ' 

之、3人目以鳩（J1人t.っき60000円が加算され孟T

780.000内

840.000内

180.000内

240.000Fl 

OOJlft 基本額

600.000円

－
昭
和
印
年
口
月
号
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／
ハ
U
噌
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スポーツ大会成績

大
家

第庄
~3 
百年
長連
室続
霊優
室勝

， ．．． 省間

-e 
~←ー F

企宮崎駅前でスタート

尚
一

協
会
長
杯
第
1
回

朝
日
町
ビ
i
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

期

日

会

場

参
加
費

…A
2
 

一
対

・

定

員

…
受
講
料

一
申
込
先

一
申
込
締
切

年

齢
H
山

の

部

…

ス

キ

i
教

室

日
訓
必
以
．
ト
の
郎

…
期
臼

附
初
引
年
l
川
間

H

（L
L

）

お
必
1
制

必

の

部

…

か

ら

叩

H
｛H
月
）
ま
で
む

D
ク
ラ
ス
時
以
以
卜
の

m
…
会
場

新
ぷ
台
ス
キ
｜
州
場

（注
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

一

宿

泊

新
山
県
妙
心
前
々
川
町
新
む
仲
介

な
れ
州
朽
は
、

A
ク
ラ
ス
以
外
…

「
コ
ル
チ
ナ
作
」

に
出
州
場
で
き
な
い
。

一
対
象
V
初
心
缶
、
初
級
者
、
山
中
級
品
れ

申
込
締
切

は
月
6
日

…

及

び

そ

の

指

導

者

を

目

指

す

人

。

申
込
先

総
合
体
行
館

一

V
一
般
切
女
。
例
日
町
内
に
川

hM
リ人
は
勤
務
す
る
人
ω

硬

式

テ

ニ

ス

教

室

…

V
A仁
川
ザ
ザ
』生
成
で
き
る
人
。

日
川
ば
山

・
同
・円
・
…
定
員

刊
人

（巾
し
込
み
順
）

象場

は
月
山
口
1
日
日

制
H
町
民
総
介
体
行
鉱

i
チ

i
ム
1
0
0
0
円

（似
険
料
A
A
む
）

簸
妓
区
分

（削刀
f
）

A
ク
ラ
ス

B
ク
ラ
ス

年齢附’
U
山
の
部

お

川

崎

i
判
ル
械
の
部

品
段
以
上
の
部

C
ク
ラ
ス

（女
子
）

A
ク
ラ
ス

B
ク
ラ
ス

C
ク
ラ
ス

争狙®~8

日

時

...伊康政縛さん

~）第努‘＼~
4 3 2 I 
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IHI !Hl !Bl llH 

’に・
f

〈
パ
7
ケ
3
・by

b
T

－土・
1
〈
J

の
4
s
f

陶
戊
符
美
日
分
同
秒

1
4
ト

r匡
K
Y
い
に
d
・ふ
J
k
d
小
タ

A
U
オ
’
h
HH
4
i
t
A
2
7
nり
ふ
T

大
A
呂
志
保

fmJ
ト’
r
J
小
タ

’E
且

ん
J

’’・
se
・

任
九
日
行

f
l・サ
4
少

。、ι『
E

・‘必
F

・I
・－a
d
a
a
－z
b
e

Hふ
L
j
J
E吋
h
H
e下
に

Ae剛
Y
J
A
2

・A
E‘
‘
ォ
ツ、，

，L
J
H
V
小
y

E
a
A
J
q
L
s
f
 

閉山
5
．民
間

畑
山

6
．K
川

L
J
A
T
小
y

p「
υ
ん
J

。ιsふE

、
...家口真理さん

第
3
回
綱
引
選
手
権
大
会

女均
3 ;x 1~ r 3 ；大 I~ r 
i立勝勝 v f·i~ 勝勝 〉

Ji. Iii 1-l.i 
簡保保
Ii: f.本｛本

I品協
N 
B 
ノ、
4え

道内 1ti
ド市｛米

型f'f.本
財 協
人
ク
フ
ブ

第
9
回

夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〈男
子
〉
場
決
勝

三
浦
町

2
1
0

尚
保
体
協
2
1
l

中
級
以

1

川
水
町

1.i.・ 
Lii Jj ( 

i1li 
山々決山i守111iV, lfff ~）~ 

iJと
2 J除 J~存2 

0 

相
川
市
本
仏

l
i
i
↑
 

。
氏
ト
木
栄

山
水
町

2 

υ 

勝

II 

Lll 

LIJ 

2 

門 え南
天 ：保
立 清
像水
が寺
県 の
文毘ひ・
イヒ辺パ
財

こ
の
ト
小
肌
時
点
像
古
川
さ
1
8

3
セ
ン
チ
）
は
火
川
本
巡
り
で
、

山
腕
が
火
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

力
悠
の
u

火
山
叫
に
綴
れ
、
山
勝
以
氷

山
則
え
は
鎌
へ
れ
初
期
の
作
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
ν

朝日町成

こ
の
れ
簿
は
、
削
別
け

町
に
机
一
的
の
あ
る
昭
如
刊

ω年
4
Hパ
2
日
か
・
句
昭

和
川
年
4
月
l
日
ま
で

ニi
k
＃
か

L
ムニ
‘
n
H
一日ハ川

l
’
；
t

f

H
4
6
 

年
度
成
人
ぷ
当
者
を
記

載
し
た
も
の
で
す
。

－｝の
れ
簿
に
－
叫
似
し

で
な
く
て
も

初

日

町

て
成
人
式
に
出
席
し
た
い
人
や
成
人

式
の
し
お
り

「制
H
」
に
弘
前
を
級

せ
た
い
人
は
、
ロ
H
月
同
日
ま
で
に
朝

日
町
教
行
長

H
会

（
宮
位
1
1
1
0

4
）
へ
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

成
人
式
は
昭
初
日
年
1
月
日
付
に
朝

H
町
中
央
農
協
会
館
で
行
う
予
定
で

す
。
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幸
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昭

川

市

一

樹

酌

深

久

己

w

凶

・

日

了

t

u

t

H

レ・

間

勝

仁

什
庁
山
美
f
’

m
進

午

回

・

民

秀

井

昌

樹

山

岡

崎

美

岬

古

伝

去

十

川

滝

千

～

弁

園

晴

彦

ん

U
4
2
L
f－

t
曹、

・
昭
和
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旬
月
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輸
出
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n
M町
民
駅
伝
競
走
大
…
第
4
区

間

長

谷

和
也
日
分
M
紗

…

会
は
、
日
川

ω
n．
雨
の
は
叫

…

第

5
区
間
総
出
杉
ハ
い
9
分
以
州
紗
…

る
・
中
、
山
崎
駅
前
を
午
崎
町
一
読
6
一収
間
米
作
知
制
7
分
刊
紗
…

長
の
す
砲
を
へ
H

同
に
ス
タ

l
…
区
間
賞

（女
子
の
部
）

ト
し
、
町
民
総
人
口
体
育
館
ま
…

で
の
約

m・キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、
…

官

E
E引

H
H
m
w『

E
H
V
Z
J
d
フ
エ
丘
二
k
、
世
間

園

a刷唱
圃
唱

．．
 
，F

E
Z
F
F

，E
E圃
d

・1

．旬、，
a
，F冒且
F
E
E

‘．・
4

’4噌
・
』

地
区
対
抗
の
部
川
円
チ
ー
ム
、
一

4
1
・

d

i

d

－

－

・

4

4

ク
ラ
ブ
対
抗
の
諸
チ
1
ム
、…

第

3
回
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会
で

女
千
の
部
9
チ
l
ム

の

総

勢

…

第

3
例
市
山
県
駅
伝
競
走
大
会
が
…

灯
チ

l
ム
約
3
0
0
人
が
参

一
川
川
幻
日
｛
日
）、
山
山

1
古
川
附
川
一

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

…

（削
h
fは
位

・
5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、

成
紙
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
女
rr
は
初

・
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）で
、
一

地
区
対
抗
の
部

…
以
下
川
w州
市
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

①
大
家
庄
体
協
A

的
分
ロ
秒
一
晩
秋
の
さ
わ
や
か
な
庁
全
が
広
が
る
…

②
山
崎
体
協
A

刀
分
日
秒

…
絶
射
の
コ
ン
デ
ィ
ン
ョ
ン
の
中
、
h
…

ク

ラ

ブ

対

抗

の

部

一

熱

し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

①
削
明
日
中
選
抜

η
分
お
紗

…

強

豪

が
ひ
し
め
く
男

f
の
部
で
、

②
朝
日
中
野
球
部

A

m分
別
紗
υ

卜
新
川
郎
チ
ー
ム
は
大
健
闘
し
、

2

一

女
子
の
部

…
時
間
は
分
別
紗
の
記
持
て
、
昨
年
の

…

①
朝
日
中
バ
レ
｜
A

泊
分
ロ
紗

い
成
紺

（
3
位
）
を
上
回
る
2
位
に
人

一

②
釧
H
中
パ
レ
｜
B

叩
分
似
紗
…
抗
し
ま
し
た
。

｛l
位
か
ら

4
似
ま
…

区
間
賞

（地
区
対
抗
）

…

で

が

大

会

新

記

鉢

）

第
l
区
間
伊
必
政
問
ロ
分
mm
秒
…
ま
た
、
女
子
チ
ー
ム
も
1
時
間
同
…

第
2
区

間

森

田

係

日

分

初

紗

一

分

H
秒
と
昨
年
の
記
録
を
上
回
る
義
一

第
3
区
間
口
山
石
川
什
は
分
O
紗
…
戦
健
闘
ぷ
り
で
し
た
が
、
比
佐
に
と

…

第
4
区
間
水
野
信
也
日
分
同
秒
一
ど
ま
リ
ま
し
た
。

第
5
区

間

野

村

修

9
分
は
紗
…

朝
日
町
選
手

｛
区
間
入
賞
者
）

第
6
区
間
笠
似
匁
人
7
分
却
秒
一

V
出
向

f
l区

（
一
般
市
刀

f
）

区
間
賞

（ク
ラ
ブ
対
抗
）

…

l
位

伊

必

政

博

（大
家
庄
）

第
l
区
間
大
儒
成
人
は
分
り
秒

一

日

分

灯

紗

（区
間
新
記
H
M
）
日

第
2
区

間

島

田

正

H

は
分
的
紗
…

v女
f
8．R
｛中
学
女

f
）

第
3
一包
問
鍋
品
佼
厳
日
分
日
秒
一

l
作

・
争点
目
点
則
一

（
山
崎
）

網露
、
…

加

・
幻
日

｛
5
凶
）

…
参
加
費

2
l
、
0
0
0
川
（似
主
似

午
後
7
時
半
1
9
時

中

卜

…

険

料

を

合

む

｝

朝
日
町
民
総
A
H
体

行

館

…

申
し
込
み

l
川
口
け
ま
て
、
所
定

一
般
労
女
。
削
日
町
内
に
…

の
川
紙
に
必
裂
が
削
引
を
記

肘

位

、

又

は

勤

務

す

る

人

…

入

し

、
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10月 20日～11 月 19~

竹月4日
消防団の秋季演習表彰

泊バスケットボールクラブ

チームを結成して 6年。責主初の

ころt.t..l人でむ欠ければ試合に

H¥.tJ.!jできない 5人のクラブでした

が， l人． 2人と集まり，今では

12人になリました。発足して 3年

日には ！；.： fのチームむでき，毎週

木 ・土B/HIの佼.i白白校体育館で

おR符しています． むちろん．練智

fごけてなく .Siにi.t.パスケ 1 トの

子刊行．冬にはスキーの合宿，そし

て忘年会．新年会..M-H主のfi.'{j 

会t.t.忘れずに行うチームワークの

とれたク ラブです。

成*ll4.J 1~ tm心、つもーl口l戦でl攻;u

していましたか．4 .l'.f目にt.t.二部

から－ffllにH，絡 し．そ して今年の

IOJlに行われたクラブチーム対抗

選千術て俊勝し. v,.~代表として 1 2

Jlに行われる北（，；総大会に出場す

ることになリました。大会でt.t..
ベストをJ手しでかんばります。符

さんのj弘かいLじ般をお時1fiし、します。

11 J1 4 Li , M 11 倒f il'i~Jjl刊の秋テj鼠滑

か行わJl.消防1.:thにJ}J紛のあった優

良問g;;t)ぷー彩＆ひilll・tlr.・への感謝状が

；受与さttました。

愛場昇一 （I分l・llHE以上 伊藤勇 （2 

分間凶只）．西国勲 （3分｜丹l・tJUl.広田

節緩 （4分間HHd.折谷正志 （5分団

妊長）．大蔵清正 （5分l・MH＜）.水島英

樹 （6分間団日）．岩谷一樹 （6分団回

日）．福地俊雄 ｛消防本部 i：伝）

富 山県知事表彰

ールの起工式が行われました。

ブールlま．校合のJ.Rfl[IJ倣地に．縦15

ム．繊25r怖で7コースがとれる人ーささ。

また.H~施設として＇｝｝女!J!.1＜去や

トイレ．機減2長などか人る竹内快（140 

・，.. }j ；、）ヵ、設置されます総·J~ t;·（~ lよ

約 6.300万円。

消防団長表彰

永口了 （I分間｜刊U）.道下京治 （2 

分間団只）．水野清隆 （3分凶凶H），末

上般 （4分団問以上畏弁正昭 （5分白

川U）.田中今朝明 （6分凶凶lO

永年勤続退団者朝日町長感謝状
｛除名（jκ駁

竹内竹与 （I分間HH<）.河織進 （I 

分間団対）．道下進 （2分間続長）.~質問

周一 （2分間FllHl.大久保伊長 （2分

間団U），谷口敏（3分間部LO.1困親（3

分l列HH~ ）.河村光失 （ 3分1・111・11.u ）.小

林孝司 （3分｜丹川Hl.後厳幸次 （4分

団副分団長）．吉江界 （4分間HH＜＞.水

島鋒ニ（4分間団li）.小林俊正（5分団

部長）．細川哲夫（5分間HEJX:）.水島保之

( 5分間班長上級建娘一（6分間成長）

朝日町長感謝状及び消防団長表彰

朝日町婦人消防隊（令IF.I大会：H.t:易者）

水弁和子，唱豊田ヨシイ，坂口隆子

柳沢由紀子．田村淑子，谷田容子

11月2日～4日
朝日町美術展の入賞者
11} J 2 l:lから 413までの 311 flll. <vi 

f I IBf ti.Ht！：センターで第 6向朝日町長持I

j廷を l州起し . ~賞に訪れた人を処 f し

ました．入rt・m1次のとおりです．

絵画 町反大賞

町反抗

奨励賞

水Jゐ慧 （－

河端清次氏I~ fir.Ji！長

｛主総粂リJ.J＇，・1.;~ 

下沢政l'J
綴川 ＇）＂｝ニ繍山茂』E

川上 (i－.令｝｜：さくん

写真 町民大賞折谷かはる

町民 :rt・伊藤郁子．字問

奨励賞 小林 枠三，長1t・
高f妥 善 次

/.i.;川 勝．禿氷

水島舛rli.木村

J：~H婦人の家を併設して新築する 二と

になった もの。建物l.t..鉄筋コンク リ

ート 2階挫てで．延べl自i般か 44 7・F
)j入。総工mま約6.960JiPJ.

王

者一
切る

．
祈を全保．，

 工＆
 

ィパルカ・｜品im：されました。

初l:lLi r多悌な食品で栄益のバラン

スを」をテーマに．日本食生活協会長

松谷i的rさんのミ ニ.J.i貨に始まリ．バ

ランス食の以外夫；I>／ペ＇t$:カテストなどを

行b、ました。

：！世臼ti.がん検；舎を実施したほか，

!Jfl似の（f良家庭や倣の健康児の町長表

彰が行われたあと．テレどでねなしみ

の三r.f.J一朗さんの必泌があリました。

10月24日
中沖知事が来町

10月30日
国民年金優良者表彰

V寺崎町畏から貧状を受ける児.だち

.ポランティ戸グループ、健の~’
と思駁する申沖知恵

金森さおり

；＋と凹 i!E＇〕．池川

iii:江美知校.L~JI"-

柚木政』~t.

作 1'1'山 間竹三池1>;(1I1紀夫

岩外二事r.1111，品券－，＇；
大官 澄r
勝間啓r.<1•1::, ｛，~ r 
tJ，苫八章子.？采-11~ 多！ι r

棋建 ？t.・』 f

松iX Jf: r.半時i jミ)f.

民間 ｛受 ｛－，・U,r；とみ子

－』4

i紺 i

l.L:I；干

If r 

ト

rL1
 
lllf波大’賀

町民世

奨励賞
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E
 

i
 

作

彫刻 ・工芸

削fJH:人；抗

町民 'ft
奨励 'ft

． 
このn.ポルフアートとやま で．

25lul日山県同氏年金大会が聞かれ．

1ミおの表彰がありま した。

制H町｜則係は次のとおりです。

富山県知事表彰 （敬粉；略）

三井八千代（下道 ド）

富山県国民年金委員筒議会連合会長表

彰 （敏粉、園長）

小林』是正（笹川I).iuf内iE芙（・1:1崎）．

Jt.’IH百万（小夜池上 絞！反－－!tt(t1＇谷 ）

ょの日午前10時半から朝日中マ：校プ

第

It 

11月1日
朝日中プール起工式

10月28日
町母子保健推進協が表彰

10月28日．山山県民会館で 「第13幽

健康m進のための県民のつどい」が開

催されました。そのIf(;上，母税学級・乳

幼児健J舎の受診勧奨や虫歯予防なと＼

母子保健向上へのl't献が認められた朝

日町母子保健後進H協議会が表彰され

ました。
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V朝日中学線香東側のブール建股旭

10月30日
珍療所と農村婦人の家着工

このB’Fil可9時から．山崎診療所と

農村婦人の家の起工式があ リました。

これは. ll~.fll 16年に主llてられた木造

の現診療所の在桁1ヒが箸しく ．新たに

一二の日 ＇Hf!手[158年 4JI以米 21定日の

r知・1手のまちまわり」が1rわれました。

知¢；は．寺崎町長の濃いlで．町制担L
ヒンターで「般のイミ」ボランティアグ

ループと 惣談したあと． 三枚備のMi；設

l申lぷ＊Ilfr.朝日・・！！：r o』~. ~·.~常小川ダ

ム． 7月災害のIJLJ易'!fを悦r.fされまし

た。また. 911 日 rt• 乍校.／）ラ ン チルーム

でt.t..全校生徒と金食を とむにしなか

ら態2炎されましたが．ニiLに先だち．

全l民｜ビーチバレーボール大会で優勝し

たスマイルビーチチームと交歓ぶイトを

され．知4i<7)ノ、 ノスルプレー し見られ

ました。

午後からは．町在人前，1'1hiセンターで

「知事 と語るつどいJ を聞かれ．サ

ル被害の実情等を聞かれ柑ITされま

した。

10月25日
健康フェスティパルを開催

10月258・26日のr1Lin.中央農協会

館てコ ’85朝日町いきいき蝕城フェステ 一一一ノ
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世帝数 5.070(+ 7) 計 18.660(- 2) 女 9.855(- 3) 1) 〔11月 1日現在の人口〕男 8.805( + 


